
2024年度 第2回臨時理事会議事録 

                        一般社団法人栃木県バスケットボール協会 

 

 １．招集年月日   令和6年6月4日 

２．開催日時及び場所 

（１）開催日時   令和6年6月12日水曜日午後６時半 

（２）開催場所   文星芸大附属高校総合研修センター 

３．理事・監事数及び出席理事・監事数 

（１）理事数    28人、特任理事数    2人 

（２）出席理事数  16人 

出席特任理事数  2人 

４．出席理事の氏名  

   小曽戸和彦、鎌田眞吾、鈴木克美、直井秀幸、渡邊諭、渡邊整、下島健一、佐藤昭、      

阿久津宏一、小林幹央、梶崇司、益子基久、濱口泰志、菊地宜秀、齋藤宣子、佐藤圭一 
５．出席特任理事の氏名 高橋哲夫、日向野剛 

 ６. 審議事項 

  第一号議案 R5年度収支報告について 

  第二号議案 R6-7年度理事候補者について 

 ７．議長の氏名 

  小曽戸和彦（会長） 

８．議事経過の要領及びその結果 

会長小曽戸和彦から、本日の理事会は定足数を満たしているので適法に成立する旨告げた

のち、会長小曽戸和彦が議長となり審議に入った。 
議長により、定款第30条第2項の規定により次の者を議事録署名人に選任したい旨を述べ、

議場に諮ったところ全ての理事の一致をもって次の者が議事録署名人に選出された。 
議事録署名人  菊地 宜秀 

    同     渡邊 整 
 
第一号議案  
 専務理事より説明 
（内容）財務諸表に沿って説明する。 
   ＜収入について＞ 

 今までになかった点として、「入場料収入」「寄付金」「広告協賛金収益」があげられ

る。「入場料収入」「寄付金」についてはほぼWリーグに関する収入である。また「広

告協賛金収入」についてはスポンサーシップ委員会での収入である。 
 大きく減収となった点については、国体選手協会補助金・その他の助成金であるが、

これは「いちご一会とちぎ国体」に関する収入についてである。 
   結果、経常収益計は前年度より3,035,226円減の56,375,893円であった。 
   ＜支出について＞ 
   事業費支出について、前年度より大きく変わった点として、旅費交通費の支出が

16,771,239円減となった。これは、前年度国体で支出されていたものがなくなったた

め通常の金額に収まったのが主な理由である。 
   よって、事業費計が前年度より15,674,257円減の35,791,828円となった。 
   また、管理費の中の交際費が前年度より1,420,968円増となったのは、コロナ禍で開催

できなかった「新年会」を久々に開催した際にかかった支出である。 
   以上のことにより、「正味財産期末残高」が前年度18,984,657円であったものが、今期

は、28,476,856円となり、約一千万円増額された。 
   なお、6月4日に「監事監査」が終了している旨も付け加えさせていただく。 
 
 



以上、ご審議願いたいとの説明がある。 
これを議場に諮ったところ、満場異議なく原案通り可決決定した。 
 

   第二号議案 
    専務理事より説明 
   （内容） 

これまで幾度となく開催されていました「役員候補者選考委員会」より「理事候補者

名簿」が提出されました。 
本来であれば、理事候補お一人お一人ご承認いただくべきところではございますが、

今回は、皆様の挙手をもって、一括承認とさせていただきたいのですがいかがでしょ

うか？ 
満場一致で一括承認となる。 
「ありがとうございます。それでは、この理事候補者（案）にご承認願いたい。」 
 

   以上、ご審議願いたいとの説明がある。 
      これを議場に諮ったところ、満場意義なく原案通り可決決定した。 
 
 ９. 報告事項 

  (1)R6年度第1回 理事会の開催について 

   6月25日（火） 18:30より文星芸大附属高校総合研修センターにて理事会を開催する。 

   主な議題 

   ① 国スポ選手選考について 

   ② 定時代議員総会について 

 

以上ですべての議案の審議を終了したので、午後6時50分に閉会した。 

 

以上の議事のてん末を記録し、これを証するため署名する。 
 
 
 
 
 
 
 

  




